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ＩＰＯ実務検定試験対策講座 
ガイダンス説明資料 

 
日本ＩＰＯ実務検定協会 事務局 

 
 
■なぜ、この資格試験が必要なのか 
・未上場会社のスタッフの地位・能力向上 
・未上場会社のコンプライアンス体制の強化 
・転職市場でのスキル判定の困難さの改善 
 
■会員行動憲章 

日本 IPO 実務検定協会（以下「本協会」）の会員（以下「会員」）は、以下の憲章の遵

守を宣言するものとします。 
 
１ 会員は、金融商品取引法その他市場関係者が守るべき法令等を遵守します。  
２ 会員は、上場準備企業および公開企業におけるコンプライアンス意識の向上、倫理

観の醸成、およびディスクロージャーの徹底を図ります。  
３ 会員は、本協会が提供する継続研修に積極的に参加することなどにより常に最新情

報を収集し、知識・モラルの向上に努めます。  
４ 会員は、反社会的勢力・反市場的勢力との関わり合いを一切持ちません。  
５ 会員は、証券市場の健全な発展および投資者の保護を念頭に行動します。 

 
■誰を想定しているのか 
・標準レベル試験・・・上場準備室スタッフ 
・上級レベル試験・・・上場準備室長 
 
■ＣＢＴ試験の特徴 
・択一 
・記述 
画面イメージについては、裏面参照。 

 
■受験者像の分析 
・最新データによる受験者像 
 
■合格率 
・最新データによる合格率 
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■択一式画面イメージ 

 
■記述式画面イメージ 
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「短期上場を成功させる！ IPO 実務担当者に求められるスキル・能力」 

 
株式会社タスク 
首席コンサルタント 川北 陽 

 
◆ 上場スケジュール 
◆ 上場スケジュール別の作業内容、作業負荷 
◆ 上級コース対象者における業務内容 

１．プロジェクト管理 
２．実務担当者の業務チェック及び作業実施 
３．各関係者（経営陣、現場、監査法人、証券会社等）との打合せ等 
 

◆ IPO 実務担当者に求められるスキル・能力 
１．プロジェクト遂行能力（役割分担、業務委譲など） 
２．管理能力 
３．折衝能力 
４．実務能力 
５．正しい知識（IPO 実務検定で習得）等 

 
◆ 短期上場を実現させるためには、以下の点が必要です。 

１． 業績 
２． 申請会社のベクトルの統一 
３． 課題の早期解決等 

 
 
 
 


